
福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

S20 1945

福岡市に大空
襲（以後門司、
大牟田、八幡、
若松、久留米
など続く）06.19
※

太平洋戦争
は終わった。
残されたものは、
飢餓、混乱、虚脱
状態であったが、
それらのなかから
新しい建設のい
ぶきも芽生えてい

た。　08.15
※

占領軍福岡
に進駐
09.22

県警察部機
構改革、特
高課など廃
止10.07

総司令部、
民主化5改
革(女性解
放、労働組
合、学校教育
自由、民権制
限撤廃、経済

民主化)を指
令　10.11

鈴木貫太郎
東久邇宮稔
彦王
幣原喜重郎

「県政20年の
あゆみ　地方
自治法施行20
周年記念号」(｢
ふくおか特集
号｣1967.12)
※

S21 1946

第1次農地改
革実施　02.01

食糧・金融
両緊急措置
令施行
02.17

戦後初の総
選挙、婦人
代議士誕生
04.10

九州全炭
鉱”救国増
産運動”に
入る　08.01

福岡・小倉
両署に婦人
警官採用
09.10

延安から野
坂参三、博
多港上陸
帰国　01.12

吉田茂

S22 1947

新憲法、地方
自治法同時施
行　05.03　都
道府県、市町
村発足。　※

初の地方選
挙　04.05
初の民選知
事杉本勝次
氏。　※

6･3･3制の
新学制が始
まる。04.01
※

GHQ、2･1
ゼネスト中
止指令
01.31

福岡市で｢
米よこせ大
会｣03.20

杉本勝次 片山哲

S23 1948

出炭不振のヤマ
元、4月石炭鉱
業管理法（炭鉱
管理法）が施行
されたが、戦争
で荒れ果てた福
岡県の炭鉱は出
炭不振に悩ん
だ。GHQは調査
団を派遣して
ハッパをかけ

第3回国体
福岡で開く
（夏季大会；
大谷プー
ル、秋季大
会；福岡市
平和台）※

県下新制高
等学校発足
04.01

教育委員会
法公布
07.15

東洋陶器
争議始まる
08.00

芦田均
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S24 1949

天皇、九州を
ご旅行　05.19
※

県立九州歯
科大学、西
南学院大額
発足（新制）
04.01

新制九州大
学、福岡学
芸大学が発
足（のち福
岡教育大
学）05.31

吉田茂

S25 1950

特需ブームに
わく。06.25、朝
鮮半島で動乱
がぼっ発した。
朝鮮に近かっ
た福岡県の経

地方公務員
法公布
12.13

九州初の日
展、福岡市
で開催
02.11

県立福岡女
子大学開校
04.24

S26 1951

有明海に人工
島ができる　※

民放スタート
聴取料なし
で聞かせる
民間ラジオ
放送の第１
号としてラジ
オ九州が１２
月に本格放
送を開始し

電力再編成
で九州電力
が発足
05.01

日航一番機
福岡ー東京
間を飛ぶ
12.25

サンフラン
シスコ平和
条約調印
09.08

｢ふくおか
県政時報｣
創刊　12.01
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S27 1952

李ラインひか
れる　時の李承
晩韓国大統領が
李ラインを強引に
ひいたため、東シ
ナ海に出漁する西
日本の漁民とその
家族は、昭和40年
の日韓条約成立
まで不安な毎日を

送った。※

レクレーション
の宮様、三笠宮
殿下来福、県下
のモデル町村
馬田村はじめ親
しく御視察、ま
たレクレーショ
ン大会にも御出
席された

十二代にわた
る県知事の手
を経た花宗用
水池として穀庫
筑後平野に永く
その威力を発
揮するであろう

杉本県政の女
房役としてそ
の政治的手腕
を高く買われ
ていた土屋副
知事は任期満
了、野に下っ
たが、再び副
知事に就任

恐るべき赤痢
魔、時期外れ
の大流行、宇
美町をはじめ
県下に猛威を
振るい、防疫
陣を緊張させ
る

公明選挙のか
け声で、独立
後初の総選挙
行わる。県
ニュースカー”
県政号”は県
下を公明選挙
啓蒙に大活躍
した。

学芸大転用
で一大波乱
を起こした筑
紫ケ丘高校
も、新築落
成、モデルス
クールに指
定、同問題も
ここに終止符
をうった。

｢フラッシュ
1952年　県政
のあしあと｣（｢
ふくおか
s28.01.06｣）

S28 1953

西日本に豪雨
襲う‥６０数年来
といわれる‥06.25
※

三井三池、
113日間の
長期スト
08.07

町村合併促
進法　10.01

S29 1954

福岡県警発足
‥昭和23年から
国家警察と並んで
あった自治体警察
も財政難と機動力
の不足から廃止さ
れた。国警、自警
の区別が消え、新
しく警察庁、都道
府県警察が発足
し、ここに福岡県
警察本部が誕生し
た。※

新しく５市誕
生、町村合併
促進法が施行
されて以来、合
併の機運は各
地で熟し、山
田、甘木、八
女、筑後、大川
の５つの新しい
市を生み出し
た。04.01※

関門トンネ
ル貫通式

九州朝日放
送(KBC)ラ
ジオ開局

鳩山一郎
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S30 1955

第42代知事に
土屋香鹿氏
04.23　※

大川橋が開
通※

県の福祉事
務所、農林
事務所を設
置　これまで
の地方事務所
にかわって‥
農村の生活改
善や県民の福
祉の増進のた
めの新しい機
構として発足し
た　11.16　※

土屋香鹿

S31 1956

ノリ人工採苗
作業場できる
（有明水産試
験場）10.01※

久留米市に
石橋文化セ
ンター　04.26
※

NHK福岡テ
レビ開局
九州で初め
てのNHKテ
レビ（総合）
が福岡市で
放送開始さ
れた。04.01

石橋湛山

S32 1957

地方自治制、
10年目を迎え
る　12.03　※

重要無形文
化財に指定
された”久留
米かすり”
03.30　※

婦人相談員
できる　売春
防止法の施
行に基づい
て、県下の
福祉事務
所、主要都
市に婦人相
談室が配置
され、婦人
の更正指導
や生活相談
の相手と
なって活躍

岸信介
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S33 1958

牛乳の学校給
食はじまる
０１.00　※

関門トンネル
開通　03.09
※

県の”産業
貿易館”が
できる
10.30　※

干ばつ対策
に人工雨作
戦　07.00
※

ヤマをあと
に南米へ
08.00　※

S34 1959

第43代知事に
鵜崎氏　04.23
投票　※

”黒い羽根運
動”全国に広
がる　石炭
産業の不振
のため多く
の中小炭鉱
が閉山、炭
鉱離職者は
急激に増え
た。｢炭鉱離
職者を救お
う｣という提
唱は‥全国
に広がった。

西日本物
産、香港見
本市開催
11.16　※

田中聡子さ
ん女子200
メートル背
泳に世界新
07.12　※

鵜崎多一

S35 1960

三池争議は、
会社側のロッ
クアウトと組合
側の無期限ス
トという激しい
労使の対立で
クライマックス
に達し、新労
組の誕生など
波乱をよんだ
が中労委の
あっせんで終
幕した。01.00

日向神ダム
完成　05.00
※

豊州炭鉱で
水没事故
（田川郡川
崎町、中元
寺川）
09.20　※

移動診療は
じまる　県
内１６ヶ所
にある無医
地区の住民
に対して、
診療を行う
ための移動
診療を開所
※

石炭離職
者問題、三
井三池争
議、生活保
護率日本１
位、石炭不
況の風

”黒い羽
根”運動の
成果によっ
て離職者
の生活に
愛の手

｢農業の共
同化｣全国
に先駆け
る、機械
化・経営の
多角化に
力を入れ
る

若戸大
橋、北九
州工業地
帯の動脈
国道199
号線の建
設進む

県広報室
が独立す
る。文化
キャラバ
ンが山間
へきちで
開催。

池田勇人 ｢さようなら
1960年＝県政
1年の回顧＝｣
より
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S36 1961

輸出ひよこ100
万羽を突破
（沖縄向け）※

国鉄小郡ー
久留米が電
化　06.00
※

小児マヒに
生ワクチン
06.00　※

1,000万円
のピラー号
県が乳牛の
品種改良を
ねらってア
メリカから
輸入した種
牛　※

S37 1962

若戸大橋開通
09.26　※

世界一の溶
鉱炉完成‥
八幡製鉄戸
畑製造所の
第3高炉が
完成　03.22
※

石炭調査団
の現地視察
06.07　※

コレラ”水ぎ
わ”作戦
08.02　※

S38 1963

新しい博多駅
できる　12.01
※

北九州市発
足　02.10
※

死者458人
を出した三
井三池鉱の
爆発事故
11.09　※

鵜崎知事再
選　04.23
※

集中豪雨で
死者１8人
07.01　※

S39 1964

オリンピック聖
火、福岡入り
09.16　※

県鳥に”うぐ
いす”決まる
07.01　※

西日本一の
文化会館
11.03　※

種苗育成セ
ンターでき
る（豊前水
産試験場）
10.26　※

佐藤榮作

S40 1965

志賀島に国民
休暇村　07.15
※

宇宙カップル
来福（ソ連宇
宙飛行士）
11.01※

のりの生産
が全国一に
03.00※

重松選手ボ
ストンマラソ
ンで優勝
04.19※

三池工校
甲子園で優
勝　04.19※

県営プール
公開　06.12
※

山野鉱の
ガス爆発
で死者237
人（嘉穂郡
稲築町）
06.01※
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S41 1966

新金辺（しんき
べ）トンネル貫
通（小倉区と香
春町をつなぐ）
04.21※

県章きまる
‥梅の花も
よう　05.10※

県の木に”ツ
ツジ”がきま
る　09.05※

油須原線が
開通（漆
生ー上山
田ー豊前川
崎、筑豊炭
田の石炭を
苅田に運ぶ
最短距離）
03.10※

力丸ダム完
成（鞍手郡
若宮町）
04.13※

”中国展”
開く　西日
本で始めて
の国際見
本市中国
経済貿易
展覧会が、
日中友好
の夢を託し
て北九州
市小倉北
区で開か
れた　10.00

沖縄に福
岡県出身
者戦没者
慰霊塔
12.10※

S42 1967

亀井光、県知
事選挙で当選
04.24※

九州縦貫自
動車道の建
設始まる
06.19※

筑後地区に
大ひょう、農
作物などの
被害　05.00
※

70数年ぶり
の大干ばつ
で県下全域
に被害
05.00※

社会保育
短大が開
学　04.01※

交通事故
相談始まる
07.01※

福岡北九
州大都市
圏会議が
発足
06.02※

筑後川水
資源調整
のため、
亀井知事
が佐賀、
熊本、大
分3県知
事を訪問
09.06※

職員団体
のための
職員の行
為の制限
に関する
条例（な
がら条
例）を制
定　10.21
※

地方自治
法施行20
周年記念
式典開く
12.21※

亀井光 1967-1970まで
の事項は、｢ふ
くおか　特集号
県政のあゆみ｣
（1970.12）の記
事から選定し
た。

S43 1968

県庁機構改革
により、衛生部
に公害課、商
工水産部に消
費生活課、総
務部に厚生
課、民生部に
同和対策室の
３課１室を設
置。09.24

大気汚染防
止法、騒音
規制法の公
害2法がス
タート　12.01

商品テスト
室が県婦人
会館内に店
開き（福岡
市）12.20

県失対事業
の機構改革
で7つの失
対事務所を
設置　02.22

県庁舎管
理規則を全
面改訂、施
行　09.02

高等学
校々長着
任紛争、知
事あっせん
で解決
08.30

国鉄篠栗
線が開通
し、博多～
飯塚間を
45分に短
縮　05.25

中高齢層
の再就職
をあっせ
んする九
州ではじ
めての福
岡人材銀
行が店開
き（福岡
市）08.01
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S44 1969

筑後川総合開
発マスタープラ
ンきまる　06.13

九州の空の
玄関福岡空
港ターミナル
ビルが完成
04.14　板付
基地主力米
軍機の本国
引き揚げき
まる　05.10
予備基地と

古河下山田
鉱でガス爆
発14人死亡
（山田市）
09.22

全国5番目
の国立視力
障害者セン
ターが完成
（福岡市）

公害防止
条例の答
申出る
10.27

西日本一
帯をおそっ
たのりの白
くされが、
有明海の
のり養殖に
大打撃を与
える　01.21

有明海に
大和干拓
が完成
10.03

山陽新幹
線博多乗
り入れが
決まる
11.18

S45 1970

福岡県米生産
調整対策本部
設置02.02

新しい県公
害防止条例
施行07.01
県公害対策
本部発足
09.01

日航よど号
乗っ取り事
件起こる（福
岡空港）
03.31

ヨットで太平
洋を走破し
た福岡市の
牛島青年元
気に帰福
06.21

米第5空
軍、山田弾
薬庫の機
能を10.15
で停止する
と発表
09.04

文化庁、大
宰府遺跡
買い上げき
める　07.10

県婦人会
館内に消
費生活セ
ンター店
開き03.20
消費生活
相談員400
人が誕生
06.30

台風9号、
筑後地方
に大被害
（激甚災
害法適用
きまる）
08.14

S46 1971

第2期亀井県
政誕生

置県100年を
迎える

福岡市の政
令都市昇格
決まる

県の予算
2,000億円
の大台にの
る

県民生活
の向上をめ
ざす環境整
備局がス
タート

老人医療
費無料化
の実施

県青年の
船マニラ・
沖縄へ

福岡・北
九州高速
道路公社
発足

九州縦貫
二日市地
区紛争8
年ぶりに
知事あっ
せんで解
決

油木ダム
が完成

S47 1972

福岡県長期ビ
ジョン策定
04.01

福岡市政令
指定都市と
なる04.01

春日、大野
城、筑紫野、
小郡市発足
04.01

江川ダム完
成　08.24

県環境保
全条例を制
定　10.18

国立がんセ
ンター完成
03.15

田中角榮
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

S48 1973

太宰府市に九
州歴史資料館
オープン
02.24

福岡歯科大
学が開校
04.01

大川市に新
田大橋開通
04.25

県衛生公害
センター開
設（太宰府
町）

石油ショッ
ク起こる
10.00

関門橋開
通　11.04

県緊急物
価対策本
部設置
12.05

S49 1974

49全国高校総
合体育大会開
催

乳幼児、重
度心身障害
者（児）医療
費無料化制
度がスタート

消費生活局
が発足
01.21

県立少年自
然の家”玄
海の家”
オープン

第1回福岡
県農業まつ
りを開催

大牟田港、
大牟田川
のヘドロ
しゅんせつ
始まる

野鳥の森
を建設（英
彦山、大
濠公園）

大牟田ハ
イツが
オープン

産業医科
大学の設
置決定

日産自動
車九州工
場が起工

三木武夫

S50 1975

県の人口430
万人に迫る

第3期亀井
県政スタート

山陽新幹線
（東京ー博
多）が開通

御笠川・那
珂川流域下
水道一部通
水

国営筑後
川下流地
区土地改
良事業始ま
る

きれいに
なった大牟
田川・港

新犬鳴トン
ネルしゅん
工

福岡流通
センター
しゅん工

県立県南
婦人セン
ター開館

陣屋ダム
完成

S51 1976

県立四王寺県
民の森オープ
ン

第2次北部
九州水資源
開発構想３
年ぶりにまと
まる

県立で95番
目の新宮高
校が開校

福岡空港周
辺整備機構
スタート

３５万戸め
ざした第２
期住宅建
設５ヶ年計
画１００
パーセント
達成

国鉄東福
間駅の設
置決まる

１人当たり
県民所得
２年連続
（49・50年
度）国民所
得を上回
る

台風17号
県下に
170億円
の被害
（9.12・13）

財政危機
の産炭地
域市町村
に交付税
の特別措
置49億円

県職員の
勧奨退職
者2,000人
を超える

福田赳夫
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

S52 1977

県庁舎移転決
まる

県第2期中
期計画まと
まる

青少年の健
全育成に条
例整備

｢消費生活
の安定及び
向上に関す
る条例｣の
施行

日産自動
車九州工
場製造のト
ラック初輸
出

不況対策と
して公共事
業の早期
発注

西日本漁
業４県友
好訪中・訪
韓

１人当た
り県民所
得、３年
連続（49・
50・51年
度）1人当
たり国民
所得を上
回る

瑞梅寺ダ
ムしゅん
工

県の推定
人口440
万人を超
える

S53 1978

新県庁舎の建
設に着工

みぞうの異
常渇水に見
舞われる

公共事業等
施行推進本
部を設置

県議会100
年を祝う

順調に伸び
る県政（52
年度県民
所得速報）

産業医科
大学が開
校

寺内ダム
が完成

救急医療
体制の整
備すすむ

県立北
筑・春日
高校繰上
げ開校

栽培漁業
センター
試運転開
始

大平正芳

S54 1979

皇太子ご夫妻
筑紫路へ

第4期亀井
県政スタート

県の人口
450万人を
突破

集中豪雨に
より県下各
地に大被害

すすむ水資
源対策

県議会で
暴走族追
放を決議

充実する
教育環境
（県立高
校、養護
学校）

全国初の
県中高年
齢者雇用
促進協会
が発足

婦人行政
の充実を
めざし婦
人対策室
を設置

赤ちゃん
110番の
開設

S55 1980

冷夏、長雨で
大きな被害

産炭地域の
振興すすむ

すすむ救急
医療体制の
整備

婦人の地位
向上をめざ
す

障害者の
福祉の向
上

県立３校が
開校

山笠ハワ
イを走り物
産展も好
評を博す

建設すす
む新県庁
舎

洋上石油
備蓄基地
の建設を
めざして

都心部に
生まれた
新動脈
（福岡都
市高速道
路と北九
州高速道
路一部開
通）

伊東正義
鈴木善幸
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

S56 1981

水と緑の中の
新県庁舎が完
成

ハワイ州と
姉妹県州を
締結

心の豊かさ
を目指す第
３期中期計
画を策定

県立高校５
校の新設決
まる

産炭地域
発展計画
の決定

６５年国体
開催が決
定

新北九州
空港の建
設が決ま
る

近代的設
備を誇る
農業総合
試験場が
完成

白島洋上
備蓄基地
の建設始
まる

古賀町に
身体障害
者リハビ
リテーショ
ンセン
ターが開
所

S57 1982

日中友好10周
年を記念し、各
界代表の「友
好の翼」が訪
中

コミュニ
ティーによる
地域福祉充
のための地
域福祉振興
基金が発足

災害情報の
収集・伝達
のための防
災行政無線
が開局

北九州市に
県立勤労青
少年セン
ター完成な
ど、県内の
労働福祉施
設日本一に

筑豊地域
救命救急セ
ンター完成
で、県内４
ブロック救
急医療体
制が整う

八女郡黒
木町で大
規模年金
保養基地
の建設に
着手

久留米・鳥
栖地区が
テクノポリ
ス開発構
想策定地
に指定さ
れる

日産の乗
用車生産
など高付
加価値産
業伸びる

ハワイ州
高校野球
チーム来
県など、
国際交流
広がる

赤字ロー
カル線対
策協議会
開催され
る

中曽根康弘

S58 1983

奥田八二知事
が誕生

皇太子ご夫
妻、福岡県
をご訪問

県立高校4
校（中間、須
恵、柏陵、玄
洋）が開校

婦人一日庁
議やふるさ
と対話な
ど、対話の
県政がス
タート

旧県庁舎
の解体現
場から７０
年前のタイ
ムカプセル
を発掘

情報公開
制度の条
例化を目指
し、準備作
業が本格
化

母子医療
公費負担
制度が発
足

県内の交
通事故死
者が激
増、知
事、警戒
宣言を発
す

２１世紀
を目指し
た長期展
望の策定
に着手

県立図書
館が文化
会館から
分離独立
して開館

奥田八二

S59 1984

三井・三池有
明鉱で惨事

奥田知事｢県
民総立ち運
動｣を提唱

中国領事館
の県内設置
決まる

行政改革審
議会が発足

久留米・鳥
栖テクノポ
リスが国の
地域指定

筑後大ぜき
が完成

白島石油
備蓄基地
が着工

県の三役
体制が確
立

２１世紀
へ向けて
新長期計
画作りに
着手

先端技術
産業が立
地　宮田
町に㈱東
芝、甘木
に㈱ロー
ム
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

S60 1985

行政改革大綱
決まる

中国総領事
館が福岡市
に開設され
る

情報公開制
度の大綱決
まる

昭和６５年
度の第４５
回国体を福
岡県で開く
ことに内定

21世紀を展
望した新長
期計画（61
年～75年
度）の基本
方針まとま
る

北九州病
院グループ
の不正が
発覚

県の人
口、470万
人を突破
（国勢調
査）

文化施設
の充実す
すむ　県
立美術館
改装オー
プン、甘
木歴史資

八木山バ
イパス
（篠栗町
～穂波
町）が開
通

ハワイ官
約移民
100年記
念祝賀訪
問団がハ
ワイ州を
訪問

S61 1986

｢福岡県21世
紀へのプラン｣
策定

情報公開制
度がスタート

不正事件に
対し防止対
策を強化

本格的な行
政改革がス
タート

飯塚市に九
州工業大
学情報工
学部を開設

近藤副知
事が辞任

第3セク
ター甘木
鉄道が開
業

グリーン
ピア八女
がオープ
ン

県予算総
額1兆円
を超す

大濠公園
能楽堂落
成および
公園池浄
化対策進
む

S62 1987

県知事に奥田
八二氏再選

｢とびうめ国
体｣正式決定

｢県21世紀
へのプラン｣
第1次実施
計画発表

日中定期航
空路（福岡
～上海・北
京間）開設

県民あげて
暴力追放に
乗り出す

飯塚市に
九工大情
報工学部
キャンパス
開校

1年3ヶ月
ぶりに県3
役勢ぞろ
い

道路網の整
備進む　九
州横断自動
車道（鳥栖
～朝倉間）、
冷水道路、
福岡都市高
速天神ラン
プ

国立博物
館の誘致
活動が本
格化

地方自治
法施行40
周年を迎
える

竹下登

S63 1988

一般会計当初
予算1兆円を
突破

10年ぶりに
福岡にプロ
野球球団

大濠公園、
60年ぶりに
化粧直し

とびうめ国
体の会期決
定

官民一体で
九州国立
博物館の
誘致

鴻ろ館遺跡
の発掘す
すむ

大牟田高校
（高校駅
伝）、福岡
第一高校
（夏の甲子
園）全国大
会で大活躍

福岡ーシ
ンガポー
ル間、定
期航路開
設

動き出した
大プロジェ
クト　ス
ペース
ワールドの
運営会社
設立　玄
海レク・リ
ゾート構想
の基礎調
査を国土

高速道路
網の整備
進む
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H01 1989

アジア太平洋
博覧会’８９福
岡、盛況のうち
に閉幕

昭和天皇崩
御、元号が
昭和から平
成へ

旧県庁跡地
に国際会館
県議会特別
委員会で利
用計画を正
式決定

玄海レク・リ
ゾート国の
承認

水と緑のオ
アシス大濠
公園、リフ
レッシュ

国際交流
の拠点
にー県国
際交流セン
ター開所

全国植樹
祭、福岡
県開催決
定

いきいき
福岡をア
ピール・
大福岡展

県庁土曜
閉庁始ま
る

平成筑豊
鉄道発車

宇野宗佑
海部俊樹

H02 1990

とびうめ国体（第
45回国民体育大
会）・ときめきの
とびうめ大会（第
26回全国身体障
害者スポーツ大
会）の開催

相次ぐ自動
車産業の立
地（日産・苅
田町、トヨタ・
宮田町）

集中豪雨、
福岡を襲う

宇宙に夢を
乗せて、ス
ペースワー
ルド発進

お帰りなさ
い栗浦機関
長

テーマは地
球、県青少
年科学館
ｵｰﾌﾟﾝ

北部九州
研究学園
都市建設
構想まと
まる

九州横断
自動車道
開通（朝
倉・日田
間）

開設ラッ
シュ国際航
路・航空路
（日韓航路、
日韓航空
路、インドネ
シア航空
路）

県国際会
館は庭園
ビルに

H03 1991

台風17号・19
号県内各地に
大きな爪跡

奥田知事３
選

トヨタ自動車
九州の工場
建設始まる

福岡県21世
紀へのプラ
ン第2次実
施計画まと
まる

全国高校
駅伝競走
大会で大牟
田・筑紫女
学園アベッ
ク優勝

福岡空港
国際線、開
設ラッシュ

北九州空
港定期便
再開・新北
九州空港
早期実現
に弾み

福岡県立
大学、平
成4年春
に開校

産炭地域
臨時措置
法10年延
長される

東九州自
動車道、
基本計画
路線へ

宮澤喜一

H04 1992

第43回全国植
樹祭開催

中国江蘇省
と友好提携

西日本短期
大付属高
校、夏の甲
子園大会で
優勝

国立博物
館、太宰府
設置にはず
み

ますます活
発化する県
内の自動
車産業

福岡県国
際会館（仮
称）着工

福岡県立
大学開校

学校週休
5日制始
まる

個人情報
保護制度
スタート

新北九州
空港、着
工へ大き
く前進

H05 1993

異常気象によ
り農作物に大
きな被害

新北九州空
港建設に関
する漁業補
償問題大きく
前進

大型補正予
算を組み、
経済対策を
実施

福岡県ごみ
散乱防止条
例制定及び
施行

柔道の'93
世界選手
権で福岡旋
風

｢アクロス
福岡｣着々
と建設進む

平塚川添
遺跡、国
史跡に指
定へ

福岡県文
化賞の創
設

第4回全
国｢みどり
の愛護｣
のつどい
開催

ゆとりの
里・あま
ぎ水の文
化村ｵｰﾌﾟ
ﾝ

細川護煕
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H06 1994

異常渇水によ
り県民生活や
農作物等に大
打撃

新北九州空
港いよいよ
建設着工

相次ぐ発砲
事件に暴力
追放の県民
意識高まる

本県初の水
稲新品種｢
夢つくし｣デ
ビュー

福岡県総合
福祉セン
ター、助成総
合センター、
人権歴史資
料館（いずれ
も仮称）が建
設着工

高齢化社
会に備えて
（県高齢者
保健福祉
計画など策
定）

財団法人
アクロス福
岡の設立
（平成7年4
月ｵｰﾌﾟﾝ）

着々と進
む九州国
立博物館
誘致

第1回福
岡県文化
賞表彰式

平塚川添
遺跡が国
史跡に指
定

羽田孜
村山富市

H07 1995

麻生知事が誕
生、新県政ス
タート

ユニバーシ
ヤード福岡
大会の開催

国際文化情
報の交流拠
点｢アクロス
福岡｣ｵｰﾌﾟﾝ

阪神淡路大
震災へ県挙
げて支援

平成6年か
ら続いた異
常渇水と長
期的水資
源対策へ
の取組み

新国立博
物館｢九州｣
に特定、太
宰府設置
に向け大き
く前進

｢福岡県部
落差別事
象の発生
の防止に
関する条
例｣制定

｢福岡県
ウルグア
イラウンド
農業合意
対策大
綱｣を策
定

福岡ブ
ルックス
がリーグ
に昇格
し、｢福岡
アビスパ｣
に改称

最大規模
の経済対
策実施

麻生渡

H08 1996

旅費問題がお
こり実態解明と
改革に取り組
む

九州国立博
物館太宰府
に決定

福祉女性人
権の活動拠
点｢クロー
バープラザ｣
ｵｰﾌﾟﾝ

ワイズマン
コミッティ、
九州国際空
港の位置と
して新宮津
屋崎沖を答
申

ガルーダ・
インドネシ
ア航空機炎
上事故発
生

産学官の
共創による
新技術・新
産業創出
事業を開始

病原性大
腸菌Oー１
57発生

第8回全
国生涯学
習フェス
ティバル｢
まなびピ
ア福岡’９
６｣開催

｢県民ス
ポーツ栄
誉賞｣創
設、第1回
受賞者は
ヤワラ
ちゃん

国連人間
居住セン
ターアジ
ア太平洋
事務所開
設決定

橋本龍太郎
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H09 1997

三井三池炭鉱
閉山、新たな
大牟田地域の
出発点

｢ふくおか新
世紀計画｣策
定～アジア
の、福岡あ
たりが面白
い

国連人間居
住センター
（ハビタット）
福岡事務所
開設

「アジア開
発銀行
（ADB）福岡
総会」開催

JR九州篠
栗線・筑豊
本線電化
事業着工

県庁改革・
情報公開
進む

新技術・新
産業創出
への取り
組み進む

本県最初
の単位制
高校「博
多青松高
校」、総合
学科高校
「稲築志
耕館高
校」が開
校

公共関与
による福
岡地区安
定型産業
廃棄物広
域最終処
分場「久
山処分
場」が開
業

全戸配付
の広報紙
「福岡県
だより」を
創刊

H10 1998

福岡県の人口
500万人突破

福岡県で、
初の女性副
知事誕生

九州新幹線
鹿児島ルート
の建設工事
着工、広川Ｉ
Ｃ・筑紫野ＩＣ
の供用開始
～県内の交
通体系整備
が進む

戦後最大の
景気低迷が
続く中、景
気対策・雇
用対策を実
施

東福岡高
校サッカー
部、初の３
冠達成

海水淡水
化調査、北
谷・猪野ダ
ムの整備
～水資源
の確保が
進む～

九州国立
博物館（仮
称）建設に
向けて、ス
タート

福祉のま
ちづくり条
例の施行

三池港公
共埠頭の
供用が開
始される

マルチメ
ディア・ア
ライアン
ス福岡の
発足

小渕恵三

H11 1999

福岡ダイエー
ホークス日本
一

2000年九
州・沖縄サ
ミット、蔵相
会合は福岡
で

麻生知事再
選、2期目ス
タート

21世紀へ向
けた財政基
盤づくりー
緊急財政改
革を実施

福岡都市
高速と太宰
府インター
チェンジ（Ｉ
Ｃ）が直結

1800人の
雇用創出を
目指す緊
急雇用対
策の実施

6.29梅雨
前線豪
雨、9.24台
風18号で
大きな被
害

全国最大
規模の
「福岡県
介護保険
連合」発
足

福岡空港
新国際線
ターミナ
ル、ｵｰﾌﾟ
ﾝ

女性副知
事サミッ
ト、盛大
に開催
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H12 2000

九州・沖縄サ
ミット福岡蔵相
会合開催

シドニー・オ
リンピック、
福岡県勢大
活躍

福岡ダイ
エーホーク
ス2年連続
リーグ優勝

青少年アン
ビシャス運
動スタート

高齢者を社
会で支え
る、介護保
険制度ス
タート

アジア・太
平洋環境
大臣会議in
北九州

アジアの
交流拠点
へ、九州
国立博物
館（仮称）
建築費本
設計決ま

IT社会を
築く「ふく
おかギガ
ビットハイ
ウェイ構
想」

博多ムー
ビー「ちん
ちろまい」
全国上映

九州整備
新幹線博
多～船小
屋着工決
まる

森喜朗

H13 2001

篠栗線・筑豊
線（福北ゆた
か線）電化開
業

ギガビットハ
イウェー（高
速大容量の
光ファイバー
通信網）運
用開始

牛海綿状脳
症（狂牛病）
の牛発見、
県でも全頭
検査

有明海ノ
リ、今シー
ズンは豊作
の見込み

県が第一
次行政シス
テム改革大
綱骨子

青少年アン
ビシャス運
動広がる

九州新幹
線・鹿児島
ルート博
多-船小屋
間が着工

県ねんり
んスポー
ツ・文化
祭が開催

新福岡空
港基本構
想骨子を
発表

男女共同
参画推進
条例を制
定

小泉純一郎

H14 2002

今年四月の九
州国立博物館
（仮称）着工

大牟田リサ
イクル発電
所稼動

福岡空港、
国の調査決
定

青少年アン
ビシャス運
動の拡充

農産物の
新ブランド
「つくしろま
ん」「博多あ
まおう」誕
生

県立高校
再編計画
で来春開
校の六新
設校の校
名決定

男女共同
参画の表
彰制度創
設

石炭六法
失効後の
激変緩和
策決定

県職員採
用試験の
民間人採
用枠に多
数応募

有明海特
措法成立

H15 2003

福岡ダイエー
ホークス四年
ぶり日本一

７．１９豪雨
により大きな
被害を受け
る。支援の
輪が広が
る。

第３期麻生
県政スター
ト。九州地方
知事会の会
長に就任

県立病院改
革計画の策
定。５病院
の民営化を
決定。

日本一奪
還に向け
て、イチゴ
「あまおう」
本格生産
開始

無担保資
金供給新
システム
「元気フク
オカ資金」
で中小企
業を支援

保健、医
療、福祉
を一体化
させた教
育の実現
を目指し
て、県立
大に看護
学部開設

「子育て
応援宣
言」企業、
事業所登
録制度を
創設

海峡ドラ
マシップ
オープン

国内最大
の文化の
祭典「第１
９回国民
文化祭・
ふくおか
2004」
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H16 2004

第十九回国民
文化祭・ふくお
か2004（とびう
め国文祭）

「北部九州
自動車百万
台生産拠点
構想」大きく
前進

台風相次ぎ
来襲。深い
つめ跡

”百年の夢”
九州国立博
物館がしゅ
ん工

九州新幹
線鹿児島
ルートの開
業

「真の地方
分権はこれ
から…」課
題残る三位
一体改革

県立病院
の民間移
譲先決
定。行財
政改革進
む

筑豊のシ
ンボル、
嘉穂劇場
の復興

「日本の
次世代
リーダー
養成塾」
開塾

新生ホー
クス誕生

H17 2005

福岡西方沖地
震発生。復興
への取り組み
進む

九州国立博
物館”百年
の夢”ついに
実現

ねんりんピッ
ふくおか
2005開催。
はつらつ高
齢社会の実
現へ

北部九州自
動車100万
台生産目標
突破確実

九州大学
伊都キャン
パス開校。
自然豊かな
「知の空
間」を目指
して。

県立３病院
を民営化。
行財政改
革進む。

産業廃棄
物税を九
州各県で
一斉導
入。循環
型社会の
実現へ

アスベス
ト・構造計
算偽造問
題。安全・
安心への
信頼揺ら
ぐ

麻生全国
知事会
長、地方
の先頭に
立って
「三位一
体の改
革」を実
現へ

県産農産
物のアジ
ア輸出を
強化。ま
る福マー
クで守り
から攻め
へ

H18 2006

新北九州空港
が開港　新し
い発展基盤整
う

北部九州自
動車生産１０
０万台達
成！次は１５
０万台

九州国立博
物館が大盛
況！入館者
２５０万人を
超える

子育て応援
企業が５００
社突破！子
育て応援の
店もサービ
ス開始

第２期青少
年アンビ
シャス運動
がスタート、
参加団体2､
000を目指
す

バンコク
都、デリー
準州と友好
提携へ　ア
ジアとの地
域間交流
進む

荒廃した
森林の再
生を目指
す「森林環
境税」を創
設

「北部福
岡緊急連
絡管」着
工へ

東九州自
動車道全
線開通に
めど　早
期完成に
向けた支
援体制を
整備

県産ノリ
統一ブラ
ンド「福岡
のり」誕
生

安倍晋三

H19 2007

｢子育て応援
宣言企業｣
1200社、｢子育
て応援の店｣
4000店突破

天皇皇后両
陛下１５年ぶ
りの行幸啓

北部九州自
動車生産１
５０万台体
制へ

九州国立博
物館入館者
４００万人へ

荒廃森林
の再生事
業スタート

「教育力向
上福岡県
民会議」設
置

安全・安心
のまちづく
り条例制
定

史上最大
規模の県
庁再編成

１０年ぶり
光化学オ
キシダン
ト注意報
発令

麻生知事
再選

福田康夫
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H20 2008

「福岡県緊急
雇用対策本
部」を設置－世
界的な金融市場
の混乱、本県経済

にも影響－

九州国立博
物館で日中
韓首脳会議
開催－アジ
アの玄関口
福岡を世界
にアピール
－

世界最先端
の「福岡水
素戦略」始
動－水素タ
ウン社会実
証始まる－

全国が注目
福岡県の
「子育て応
援社会づく
り」－出生数３
年連続増加中

－

教育力向
上福岡県
民運動ス
タート－「福
岡の教育ビ
ジョン」を実現

へ－

食の安全
強化－「食
の安全総
合調整監」
奮闘－

若者文化
ウェブサイ
ト「アジア
ンビート」
国際商標
登録へ－
世界１０３カ
国からアクセ

ス－

「福岡農
産物通商
株式会
社」設立
－福岡の農
産物を世界

へ－

「宗像・沖
ノ島と関連
遺産群」
「九州・山
口の近代
化産業遺
産群」、世
界遺産暫
定リスト入
り

変身、天
神中央公
園を「ふく
おか交流
お祭りひ
ろば」へ－
都市と農山
漁村との交
流、文化、
物産の拠点
に－

麻生太郎

H21 2009

景気雇用・中
小企業緊急対
策に総力を結
集－世界不況突
破へ成長戦略「福
岡ニューディール」
を展開－

 中国・九州
北部豪雨災
害－観測史
上最大級の
豪雨、各地
に深い爪あ
と－

全国初！暴
力団排除条
例制定－資
金源を絶つ利
益供与の禁止
など全国に例
のない条例－

 福岡空港
滑走路増
設、北九州
空港滑走路
延伸－２空
港の総合的な
連携によるア
ジアに開かれ
た航空ネット
ワークを目指
す－

福岡・北九
州間で「水
素ハイウェ
イ」始動－
水素タウンに
続く「福岡水素
戦略」の社会
実証－

障害者が
つくる福岡
県産芋焼
酎「自立」
完成、２カ
月で完
売！－「まご
ころ製品」で
工賃アップを
－

新型インフ
ルエンザ
対策に全
力－２４時
間態勢で県
民の健康・生
活を守る－

県産ブラ
ンド続々
誕生－
ラー麦、元
気つくし新
登場。夢つ
くし、あまお
う、とよみつ
ひめ、福岡
のり、雪姫
に続け－

 ベトナム
の総領事
館開設・
中国副主
席福岡訪
問－アジア
の交流拠点
化、着実に
進む－

第１回福
岡アジア
コレクショ
ン盛況－
福岡の
ファッショ
ン、ブランド
力を内外に
発信－

鳩山由紀
夫

中島副知事、
市町村会接待
疑惑辞職

H22 2010

「福岡・アジア
国際戦略特
区」「７０歳現
役特区」構想
を推進－全国
に先駆けて二
大特区を提唱
－

　九州新幹
線全線開通
３月１２日に
決定、ダイヤ
発表

全国初の暴
力団排除条
例を施行－
暴力団への
利益供与を
絶つ－

ハノイとの
環境協定を
締結・県バ
ンコク事務
所を開設

「子育て応
援の店」１
万店突破、
「子育て応
援宣言企
業」３千社
目前

九州で唯
一の国際
貨物定期
便、揚子江
快運航空
が「北九州
空港」に就
航

ＮＰＯ・ボ
ランティア
と企業、行
政の交流
の場「ふく
おか協働
ひろば」発
足

福岡県町
村会事件
を受け、
副知事倫
理条例制
定・再発
防止策を
実行

新しい九
州歴史資
料館が小
郡市に開
館

麻生知
事、知事
選不出馬
を表明

管直人 麻生５選不出
馬表明（10.05
西日本10.08県
議会）
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H23 2011

東日本大震災
県民あげて被
災地を支援
県地域防災計
画の見直し進
む

小川県政ス
タート　「元
気を西から」
「県民幸福
度日本一」

グリーンアジ
ア国際戦略
総合特区を
国が指定

九州新幹線
鹿児島ルー
ト全線開通

ホークスの
８年ぶり日
本一、元大
関魁皇関
の通算最
多勝記録、
琴奨菊関
の大関昇
進

「エネル
ギー政策
室」を設置
省エネ・節
電県民運
動を実施

暴力団排
除と飲酒
運転撲滅
を強力に
推進

「７０歳現
役社会づ
くり」～官
民一体で
推進協議
会設立
７０歳現
役応援セ
ンター準
備室設置
～

山本作兵
衛の炭坑
記録画が
世界記憶
遺産に

「あまお
う」「とよ
みつひ
め」　福岡
ブランドを
東京で８
年ぶりに
トップセー
ルス

小川　洋 野田佳彦

H24 2012

梅雨前線豪雨
災害　復旧・復
興に全力

「県民幸福
度日本一」を
目指し、２つ
の基本指針
策定～「福
岡県総合計
画」・「福岡
県行政改革
大綱」～

ロンドンオリ
ンピック・パ
ラリンピック
で福岡県勢
大活躍

暴力団排除
と飲酒運転
撲滅に向け
て～防犯カ
メラ整備、
飲酒運転者
のアルコー
ル依存症受
診義務化な
ど～

「グリーンア
ジア国際戦
略総合特
区」が本格
始動～指
定区域拡
大、生産能
力増強～

東日本大
震災を踏ま
え、県地域
防災計画を
抜本見直し
積極的な
被災地支
援を継続

国内外か
ら注目
「７０歳現
役社会」づ
くり～福岡
県７０歳現
役応援セ
ンターを核
に大きく前
進～

再生可能
エネル
ギー導入
が進む
節電、県
民一丸と
なって計
画停電を
回避

「元気つく
し」が日
本一に
躍進する
県産農林
水産物

九州国立
博物館入
館者１，０
００万人
突破

安倍晋三

H25 2013

「明治日本の
産業革命遺産
九州・山口と関
連地域」が世
界文化遺産へ
推薦決定

海外福岡県
人会世界大
会を１２年ぶ
りに母県で
開催

「グリーンア
ジア国際戦
略総合特
区」が着実
に進展

福岡空港か
ら初のヨー
ロッパ直行
便が就航、
来春の増便
も決定

観光列車
「ななつ星」
が運行開
始

芸術文化
交流施設
「九州芸文
館」がオー
プン

「グランプ
リファイナ
ル福岡２０
１３」開催

「見守り
ネットふく
おか」と
「７０歳現
役社会」
づくりの
“輪”広が

高品質な
福岡ブラ
ンドを国
内外へ！
躍進する
県産農林
水産物

産業廃棄
物問題～
法的措置
を駆使、
体制も強
化～
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H26 2014

『グリーンアジ
ア国際戦略総
合特区』の設
備投資1千億
円突破

東九州自動
車道が延
伸、福岡・北
九州両空港
の利便性向
上に向け一
歩前進

『軍師官兵
衛』『花子と
アン』の放
送、『ミシュ
ランガイド福
岡・佐賀版』
発行

県産農産物
が高い評
価、輸出額
も過去最高

暴力団壊
滅、飲酒運
転撲滅、危
険ドラッグ
撲滅に向け
て前進

「子育て応
援宣言企
業」が5千
社突破、
「70歳現役
社会」が進
展

障害者施設
で働く障害者
の収入が10
億円突破、1
人当たりの
平均収入月
額も過去最
高

ホークス3年
ぶりの日本
一、市町村
対抗「福岡
駅伝」を初
めて開催

FCV販売
開始！水
素・燃料
電池次の
局面に

特別展
「台湾　故
宮博物院
－神品至
宝－」開
催

H27 2015

「明治日本の
産業革命遺
産」の世界文
化遺産登録と
「『神宿る島』
宗像・沖ノ島と
関連遺産群」
の推薦候補決
定

タクシーをは
じめとするＦ
ＣＶ（燃料電
池自動車）
の導入、水
素ステーショ
ンの整備を
促進

「ラグビー
ワールドカッ
プ２０１９」の
開催都市に
決定

有効求人倍
率が過去最
高、中小企
業振興条例
を制定

小川洋知
事が再選

 福岡ソフト
バンクホー
クス２年連
続日本一、
アビスパ福
岡Ｊ１昇格

工藤會総
裁の逮
捕、「ニセ
電話気づ
かせ隊」を
発足

甘柿新品
種「秋王」
の販売開
始

 「福岡県
人口ビ
ジョン・地
方創生総
合戦略」
の策定

 平成２９
年度「第３
７回全国
豊かな海
づくり大
会」の福
岡県での
初開催決
定

H28 2016

「平成２８年熊
本地震」への
支援広がる～
「九州ふっこう
割」を九州各
県が連携して
実施、九州を
元気に～

東九州自動
車道（北九
州市～宮崎
市間）が全
線開通

大隅良典栄
誉教授が本
県初のノー
ベル賞受
賞、リオオリ
ンピック・パ
ラリンピック
の坂井聖
人・道下美
里両選手が
銀メダルを
獲得

インバウン
ドが過去最
高、大規模
国際会議の
開催、「博
多祗園山
笠」「戸畑祇
園大山笠」
のユネスコ
無形文化遺
産登録

有効求人
倍率、障害
者雇用率
が過去最
高～

ブランド化
でさらに躍
進する県産
農林水産
物

水素エネ
ルギー社
会の実
現、再エネ
導入拡大
に弾み

子ども医
療費の拡
充、「福岡
県子ども
の貧困対
策推進計
画」の策
定、「子ど
も支援オ
フィス」の
開設

「女性活
躍推進
室」の設
置、全国
初「ウー
マンワー
クカフェ北
九州」の
開所、「子
育て応援
宣言企
業」６００
０社突破

犯罪の取
締り、暴
力団員の
社会復帰
対策な
ど、成果
を積み重
ね
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福岡県の発表による 編集Y.Miyazaki

県政ニュース 資料：県の広報（「グラフふくおか」、ホームページなど）による。

1945-2017 ただし、記載なき年次は「福岡県の歴史」（1981、福岡県発行）
西日本新聞に見る戦後50年―1945‐1994 等で補足した。
1974年から「県政十大ニュース」として発表されている。
凡例：各項目の数値は年月または月日

年次 西暦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 知事 首相 備考

H29 2017

「平成２９年７
月九州北部豪
雨」災害の発
生～被災地の
応急対応と復
旧に全力で取
り組む～

「神宿る島」
宗像・沖ノ島
と関連遺産
群が世界文
化遺産に登
録

天皇皇后両
陛下のご臨
席のもと「全
国豊かな海
づくり大会」
を開催

東京オリン
ピック・パラ
リンピック事
前キャンプ
地が続々決
定

有効求人
倍率、新卒
者の就職
内定率が
過去最高を
記録

「福岡県障
がいを理由
とする差別
の解消の
推進に関
する条例」
を制定

職員の不
祥事が相
次いで発
生

外国人観
光客数が
過去最高
を更新

「福岡県
自転車の
安全で適
正な利用
の促進に
関する条
例」を制
定

小石原
焼・福島
善三氏が
人間国宝
に認定
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